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みみより情報① 第30回ふるさとウォッチングin安曇野

30回目のふるさとウォッチングは4月29日(祝・水)、豊

科・真々部地区。戦国時代に武田信玄の軍事拠点とし
て築かれた真々部城館と穂高・大町に通じるその軍用
道路｢武田の棒道｣を中心とする城下町・市場町であっ
た真々部(殿村、町通り)は、当時、七寺八小路を擁する

安曇野南部の政治・経済・文化の一大中心として繁栄
しました。

屋敷林や生垣が残る美しい街並み、蔵や庭園が残る
古民家、土塁や濠が残る真々部城館の遺構、網の目
状に流れる小堰とそのせせらぎ、由緒ある金龍寺・専
念寺と石仏、道祖神・二十三夜様・庚申様・三峯様など
路傍に祀られた多くの神々、産土神として鎮座する諏
訪神社、人々の病気治癒の願いを背負い生き仏となっ
た行人様など、真々部ならではの様々な魅力を満喫し
ながら歩きましょう。 （矢）【別紙参照】

ふるさと応援団のメンバー有志により昨年スタートし
た「案内人と楽しむまち歩き～ココブラ信州」。いよいよ
2020年シーズンの企画が4月より動き始めます。松本・

安曇野・大町、それぞれのまちを個性豊かな案内人が
独自の視点でご案内。ツアーごとに個性的なテーマが
用意され、まちに刻まれたさまざまな物語を味わうこと
ができます。

春シーズンは4月19日に始まり6月まで計15コース。

詳しくは案内チラシまたはサイトをご覧ください。昨年
ご参加された方も未体験の方も、スタッフ・案内人一同
お会いできるのを楽しみしています。（高）【別紙参照】

みみより情報③ トークカフェ2020

姉妹団体の安曇野案内人倶楽部が主催する大好評のトークカフェ。今年度はコロナウイルスの
影響で３～４月は見送り、５月１５日より別紙にて開催します。今年度は会員以外にも講師を依頼
して、多様な分野にわたって展開しますのでお楽しみに。

会場は穂高駅前通りの案内人倶楽部カフェ。手作り感のあるトークとコーヒーを堪能ください。
申込み問合せは案内チラシをご覧ください。（宗）【別紙参照】



活動報告② 千国街道保高宿さんぽ

安曇野まちなかカレッジとの共催事業として、2018年

度に「安曇野ふるさと遺産」に認定された千国街道保高
宿さんぽを開催しました。当日は小雨の降るあいにくの
天候でしたが、8名の方に参加して頂き、楽しいまち歩
きができました。

コースはまず穂高神社に参拝、まち歩きの安全をお
願いし、塩の道道祖神から路地裏の懐かしい風景や、
黒部ダムの遺構でもある珍しい火の見櫓を見学。老舗
の丸山菓子舗付近で、中世の宿場の特徴である北の
枡形（鍵の手）にある道祖神などの石造物を見て、昔の
人の素朴な信仰に思いを馳せました。帰路は旧街道沿
いのまちなみを歩きながら、蔵造の民家や松沢求策の
生家でもある旧若松屋の内部を見学。駅前通りとの交
差点近くにある南の枡形では普段は見る事のできない
十王堂の内部も見学しながらゴールしました。

今回は地元の参加者のご好意で、北の枡形にある歴
史ある旧理髪店の内部も見せていただき、充実したま
ち歩きができました。（手）

「ふるさとパートナー」更新のお願い《重要》
2019年度「ふるさとパートナー」の会員期限は3 月末となっています。会
員継続には年会費1,000円が必要となりますので、別紙案内を確認の上、
更新手続きをお願いします。尚、｢ふるさとウォッチング｣や「安曇野さんぽ
」の会場でも手続きが可能です。また、6月末までに年会費が支払われな
い場合は、パートナ通信の発送を一旦停止させていただくことになります
ので、早めの手続きにご協力をお願いします。

2月16日に穂高交流学習センターみらいにおいて、通算10回目となる「安曇野屋敷林フォーラ
ム2020」が開催されました。第1部は信州大学の梅干野成央准教授が「安曇野の民家と景観」を

テーマに講演。長野県北部は茅葺民家、南部は板葺民家が明確に分布し、安曇野は混在する
地域であること、また、信州大学の研究室の学生との共同研究の内容について紹介がありまし
た。

続いて今年度で2回目となる「安曇野ふるさと遺産2019」の認定式と概要説明があり、「烏川扇
状地と西山山麓の里山文化」と「天産の恵みと新屋の屋敷林」の2地域が認定されました。また、
プロジェクトの名誉会員である高見沢賢司氏に対して、感謝状を贈呈しました。

第2部のパネルディスカッションのテーマは「ふるさと遺産を引き継ぐために」。百瀬新治氏（岩

原の自然と文化を守り育てる会）、降旗政人氏（三郷郷土研究会）、那須野雅好氏（安曇野市文
化課長）、場々洋介氏がそれぞれの立場で議論を交わしました。終わりに、梅干野准教授から「
安曇野ふるさと遺産」の取り組みに賞賛のコメントをいただきました。また、昨年の講師の笹本正
治氏（長野県立歴史館長）からも来賓として祝辞をいただき、感謝申しあげます。（場）

活動報告① 安曇野屋敷林フォーラム2020


